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［戊辰戦争(1868～69)（新政府・旧幕府間の戦争）］ 

行政・司法・立法 

選挙で交代させるが実際は 1回しか実施されなかった 

政府直轄領(もと幕領)を「府(東京・大阪・京都)」・「県」とし， 

「藩」は従来どおり大名が治める＝江戸時代と変わっていない！ 

1868 年 五箇条の(御)誓文（新政府の基本方針）to 諸外国・諸大名 

     起草＝由利公正〔越前藩士〕 

     修正＝福岡孝弟〔土佐藩士〕「列侯会議ヲ興シ」 

     加筆＝木戸孝允〔長州藩士〕「広ク会議ヲ興シ」 

     形式＝明治天皇が天地神明に誓う形で発布 

     内容＝公議世論の尊重(1.2.3 条)・開国和親(4.5 条) 

1868 年 五榜の掲示（民衆の心得を表す 5 種の高札）to 庶民 

     ①五倫(儒教)道徳の遵守 

     ②徒党・強訴・逃散の禁止 

     ③キリスト教の禁止 

      but 長崎の浦上信徒弾圧事件で列国から批判を受ける 

      →キリシタン禁制の高札を撤去(1873)＝キリスト教を黙認 

1868 年 政体書（三職を廃止して新政府の政治組織を定める）＝政治体制 

     起草＝福岡孝弟〔土佐藩士〕・副島種臣〔佐賀藩士〕 

     参考＝アメリカ憲法・『万国公法』西周 

        『令義解』・『西洋事情』福沢諭吉 

     ①太政官制の復活（太政官への権力集中） 

     ②形式的な三権分立（行政官・刑法官・議政官を設置） 

     ③高級官吏の 4 年任期と互選による交代制 

     ④地方制度は府藩県三治制 

1868 年 一世一元の制（天皇一代の間は一つの元号） ★明治に改元(1868) 

①鳥羽・伏見の戦い(1868)（旧幕府軍と長軍が交戦→長軍が勝利） 

  →江戸へ引き上げた慶喜追討のため，長を中心とした東征軍(官軍)を派遣 

    東征大総督＝有栖川宮熾仁親王(実質的には西郷隆盛) 

  ★相楽総三〔赤報隊隊長〕は年貢半減令を掲げ進軍するが偽官軍として処刑 

②江戸城の無血開城（旧幕府側の勝海舟・新政府側の西郷隆盛の会談） 

  ★江戸を東京に改称→のち，京都から東京に遷都(1869) 

③上野戦争（旧幕臣有志が彰義隊を結成し上野で新政府軍に抵抗） 

  大村益次郎〔長州藩士〕の指揮→アームストロング砲などで彰義隊は全滅 

④奥羽越列藩同盟（奥羽越諸藩が新政府に対抗して結成した同盟） 

  輪王寺宮能久親王を擁して，東北 25 藩・越後 6 藩が参加 

⑤北越戦争（河井継之助〔長岡藩家老〕の抗戦も長岡城が落城） 

⑥会津戦争（松平容保〔会津藩主〕を中心に新政府軍に徹底抗戦） 

  会津若松城の落城（白虎隊の集団自決）→奥羽越列藩同盟も崩壊 

⑦箱館戦争(1869)→五稜郭陥落（戊辰戦争終結） 

 →榎本武揚〔旧幕臣〕降伏・土方歳三〔元新組副長〕戦死 

1868 年 太政官札（高額の不換紙幣）の発行（由利公正の建議） 

1869 年 民部省札（小額の不換紙幣）の発行 

［不換紙幣（戊辰戦争の戦費を補うため新政府が発行）］ 

江戸幕府と 

ほとんど変わらず 

きみ まさ ゆ り 

たか ちか 

たか よし 

ご ぼう 

たか ちか そえ じま たね おみ 

りょう のぎ げ 

と ば 

おう う えつ れっ ぱん どう めい 

ご せい もん さがらそうぞう せきほうたい 

かつかいしゅう 

しょうぎたい 

りんのうじのみやよしひさしんのう 

ご 
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りょう かく 

たけ あき 

ゆりきみまさ 

ひじ かた 

びゃっこたい 

かたもり 

ご りん 

けい じ 

ふ はん けん さん ち せい 

だ 

ご か じょう 

ほく えつ 

はこ だて 

みん 

じょう 

ぶ 

かん 

しょう 

さつ 

さつ 

こうさつ 

いっ せい いち げん せい 

ご せん 

ぎせいかん 

と とう ごう そ ちょう さん 

こう 

てん 

1867 年 王政復古の大号令(12 月 9 日) 

     ①摂政・関白・幕府の廃止→天皇中心の新政府を樹立 

     ②三職（総裁〔皇族〕・議定〔公家・大名〕・参与〔有力藩士〕）の設置 

        ＝有栖川宮熾仁親王  薩長が中心のメンバー 

1867 年 小御所会議(12 月 9 日夜) 

     三職による徳川氏処分に関する会議→徳川慶喜の辞官納地を決定 

 長 両 藩 (新 政 府) の 動 向 

1867 年 明治天皇即位(←孝明天皇死去) 

1867 年 討幕の密勅(10 月 14 日) 

     朝廷から摩藩主・長州藩主に下された徳川慶喜の討伐命令 

     →岩倉具視（公家）・大久保利通ら長藩士が画策（偽勅説が有力） 

反幕・倒幕運動(パークス〔イギリス駐日公使〕の援助) 

幕 府 の 動 向 

公議政体論(ロッシュ〔フランス駐日公使〕の援助) 

1867 年 大政奉還(10 月 14 日) 

     公議政体論（将軍を議長とする雄藩連合政権構想）に基づき， 

     倒幕運動を回避するため，徳川慶喜が朝廷への政権返上を上奏 

    坂本龍馬 → 後藤象二郎 → 山内豊信(容堂) → 徳川慶喜 

    「船中八策」  〔土佐藩士〕   〔前土佐藩主〕  〔15 代将軍〕 ①世直し一揆（世直しを求めた百姓一揆） 

②教派神道（政府から公認された 13 派の民間神道団体）の流行 

  ex. 天理教（中山みき）・黒住教（黒住宗忠）・金光教（川手文治郎） 

③御蔭参り（伊勢神宮への民衆の集団的な参詣）の流行 

  約 60 年周期で発生（1650・1705・1771・1830 年に数百万人が参詣） 

④ええじゃないか（1867 年から広がった民衆乱舞） 

  東海地方に伊勢神宮のお札が降ったことが契機 

［社会の混乱］ 

［Ｂ］江戸幕府の滅亡・明治維新 
江戸時代⑨［幕末の動乱］ 

とう ばく みっ ちょく 

お かげ まい 

とよしげ ようどう 

ともみ 

ふし み こ ご しょ かい ぎ 

おう せい ふっ こ だい ごう れい 

ぼ 

ぎじょう さんよ 

かわてぶんじろう くろずみむねただ 

じかんのうち 

自国の正貨保有量にかかわらず自由に紙幣を発行 

→通貨発行量は政府がコントロール(管理通貨制度) 

 ①通貨発行量が多い場合→インフレーション(物価高)・紙幣価値は下落 

 ②通貨発行量が少ない場合→デフレーション(物価安)・紙幣価値は上昇 

①金本位制（紙幣と金貨が交換できる・貿易取引を金貨で決済） 

②銀本位制（紙幣と銀貨が交換できる・貿易取引を銀貨で決済） 

 →通貨発行量は自国の正貨保有量と同じにする 

 ＝通貨流通量が安定するので物価・紙幣価値は安定 

自国の正貨保有量が少ない場合 

［兌換紙幣（正貨(金貨 or 銀貨)と交換できる紙幣）］ ［不換紙幣（正貨(金貨 or 銀貨と交換できない紙幣）］ 

＝欧米 

＝アジア 

 

［ＮＯＴＥ］ 

内大臣の辞任と領地の一部返上 

めい しん ち 

ろん ぎ よ 

（3 月 15 日） 

（3 月 14 日） 

（4 月 21 日） 

しん せん そう 

明治政府の信用度が不十分であったため紙幣価値が下落 
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1872 年 徴兵告諭（徴兵令の意図を説明） 

    →血税一揆（徴兵に反対して起きた農民一揆） 

      「西人コレヲ称シテ血税トイフ」を誤解する 

    治安維持のため，内務省(1873)を設置し警察を統轄 

    →管轄下に川路利良の建議で東京に警視庁(1874)を設置 

1876 年 秩禄処分(金禄公債証書発行条例) 

     華族・士族への秩禄の支給を廃止し，秩禄受給者に 

     もとの禄高に応じて支給額の 5～14 年分を公債で支給 

     →公債は 5 年間の据え置きで年利 5～7％を支給する 

 ①5年間換金できず，その間は金利 5～7％を受け取る 

 ②士族は生活苦のために，商人に金禄公債証書を売却 

  →それを元手に商売を始めるが失敗＝「士族の商法」 

 ③没落士族の授産事業＝屯田兵制度(北海道の開拓) 

1876 年 廃 刀 令（軍人・警官以外の帯刀を禁止） 

1869 年 四民平等（公家・大名→華族・武士→士族・農・工・商→平民） 1869 年 版籍奉還（王土王民思想に基づき版(土地)と籍(人民)を天皇に返上） 

     建議＝大久保利通〔摩藩士〕・木戸孝允〔長州藩士〕 

     長土肥の 4 藩主が奉還を申し出，諸藩主もこれにならう 

     →旧藩主は知藩事に任命され，徴税・軍事など藩政にあたる 

      ＝旧大名の実質的温存(江戸時代と変わっていない) 

      ★旧藩主の家禄（政府が支給する給与）は旧来の石高の 10 分の 1 

      ＝華族・士族などに対して俸禄の代わりに支給する給与 

中 央 集 権 化 政 策 

明治時代①［明治維新］ 
［Ａ］中央集権体制の強化 

1869 年 官制改革（太政官(行政)の上位に神官(祭)を設置） 

1876 年 国立銀行条例改正（紙幣と正貨兌換義務を削除） 

     →153 行の国立銀行設立(1879)＝国立銀行が不換紙幣を発行 

      ★金禄公債証書を銀行設立の資本金とする特例を認める 

1873 年 秩禄奉還の法(あまり効果はあがらず) 

     希望者に秩禄公債と現金で数年分を一括支給 

     ★廃藩置県後も政府が華族・士族に支給していた 

      秩禄（家禄・賞典禄）が政府歳出の 30％を占める 

1873 年 徴兵令（満 20 歳以上の男子に 3 年間の兵役義務） 

     構想＝大村益次郎〔長州藩士〕のち，暗殺される 

     実現＝山県有朋〔長州藩士〕 

     理念＝国民皆兵(士族も平民も徴兵の対象) 

      ★免役規定（官吏・官立学生・戸主・嗣子・代人料 270 円納入者） 

            役人 国立学生 親父 長男 

      実質徴兵率は 10～20％→免役規定は 1889 年に全廃 

1872 年 国立銀行条例（渋沢栄一の尽力）←伊藤博文の建議 

     ①アメリカのナショナル＝バンクの制度を参考(民間の銀行) 

     ②銀行に紙幣発行権を与えるが，紙幣の正貨兌換を義務づける 

      →1873 年の第一国立銀行（頭取＝渋沢栄一）を含め 4 行が設立 

       ★出資＝三井組・小野組（→小野組と島田組は 1874 年に破産） 

［士族の特権廃止］ 

1876 年 地租改正反対一揆（茨城・三重・愛知・岐阜・堺で発生） 

     茨城大一揆(真壁騒動)・三重大一揆(伊勢暴動) 

1877 年 地租を 2.5％に軽減 ★「竹槍でドンと突き出す二分五厘」 

1871 年 田畑勝手作りの許可  1643 年に徳川家光 

1872 年 田畑永代売買の解禁  時に禁止された法令 

    →土地所有者に地券を交付（土地所有権が明確化される） 

    土地所有の証明書で 1872 年の地券を特に壬申地券という 

1873 年 地租改正条例（地租改正は 1881 年までにほぼ完了） 

     不安定な収穫高による土地耕作者の現物納を改めて（税率は不統一）， 

     地価の 3％の地租を土地(地券)所有者に金納させる（小作料は現物納） 

     豊凶にかかわらず安定した税収を確保できるようになり， 

     政府の財政基盤が確立→この資金を元に殖産興業を推進 

     ★政府は従来の年貢による収入を減らさぬ方針で地租を決定 

     ★所有権が不明な入会地（山野などの共同利用地）は官有地へ編入 

 

［地租改正（財源の安定と近代的税制確立のため）］ 

薩摩 

長州 

土佐 

肥前 

 

江戸時代…地方分権体制(国の方向性がまとまりにくい) 

明治時代…中央集権体制(国の方向性がまとまりやすい) 

身 分 制 度 ・ 経 済 政 策 
はん せき ほう かん 

ちはんじ 

さっちょうどひ 

はん せき 

じんぎかん 

たかよし 

かろく 

ちょう へい こく ゆ 

ます じ ろう 

やま がた あり とも 

ちつ ろく 

ろく ちつ ほう 

しょ ぶん 

かん ほう 

きん ろく こう さい しょう しょ 

せいか 

かんり こしゅ し し 

かろく しょうてんろく でん 

でん 

ぱた 

ぱた 

かっ て 

えい たい 

づく 

ばい ばい 

版(土地) 籍(人民) 

①奉還 
府知事 

県令 
藩 

③クビにされ，東京に強制移住 

藩 主 

知藩事 

天皇 

(地方長官) 
④任命→派遣 

1871 年 廃藩置県（藩を廃止し，政府直轄領の県を設置） 

     ①長土 3 藩から集めた(御)親兵（のち近衛兵）の武力を背景に断行 

     ②知藩事を罷免して東京居住→代わりに府知事・県令を中央から派遣 

     ①戊辰戦争の戦費などで諸藩の財政は窮乏していた 

     ②諸藩の負債・藩士への家禄支給は政府が引き継ぐ 

      ★3 府 302 県(1871.7)→ 3 府 72 県(1871.11)→ 3 府 43 県(1888) 

1871 年 身分解放令（えた・非人の称を廃止し，新平民とする） 

1871 年 戸籍法（戸籍作成を全国的に統一する）  but 差別は残る 

    →壬申戸籍(1872)（最初の全国的統一戸籍として作成） 

1871 年 新貨条例（伊藤博文の建議で統一的貨幣制度を確立） 

     ①円・銭・厘の 10 進法 

      江戸時代は両・分・朱の 4進法(1 両＝4分＝16 朱) 

     ②金本位制（建前上）の採用(欧米諸国にならう) 

       貿易のため開港場に限り貿易銀（1 円銀貨）の通用を認める 1871 年 官制改革（神官を廃止し，三院(正院・左院・右院)を設置） 
＝実質的には金銀複本位制 

りん えん せん 

ご しんぺい このえへい 

↱ 足軽などの下級武士は卒 

さっちょうど 

アジア(銀本位)との 

ex.(第)十五(国立)銀行(金禄公債を資本金に華族が設立) 

②任命 

中央 

国内の政治的統一が完成 

＝中央政府に権力が集中 

成功の 

理由 

給料 明治維新の功労者のみ 

民間の国立銀行の設立を許可するが，発行する紙幣は 

正貨(金貨)と交換できる兌換紙幣でなければならない 

but 紙幣を正貨と交換する人が続出し，国立銀行の経営が悪化 

地租改正の意義 

＝封建的領有制が解体し，近代的な地主・自作農の土地所有権が確立 

じんぎかん 

じん しん こ せき 

ろくだか 

せいか 
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［Ｂ］地租改正図解(P59 対応箇所) 

［Ａ］官制改革(史料 P37) ※P58 の下部に貼り付けしておいてください 

右院（協議機関） 

 各省の連絡機関 

正院（最高機関） 

 太政大臣＝三条実美 

 左 大 臣＝島津久光 

 右 大 臣＝岩倉具視 

上局(議定・参与で組織) 

行政官 

(行政) 

太政官 

［二官六省制(1869)］ 

（版籍奉還後の官制改革） 

民部省 

大蔵省 

兵部省 

外務省 

刑部省 

宮内省 

［三院(正院・右院・左院)制(1871)］ 

（廃藩置県後の官制改革） 

公議所 集議院 

神省 

大蔵省 

兵部省 

外務省 

文部省 

工部省 

司法省 

宮内省 

太政官 

元老院(1875) 

神官 

［七官制(1868)］ 

（政体書に基づいた官制） 

刑法官 

(司法) 

神官 

会計官 

軍務官 

外国官 

太政官 

左院（立法機関） 

議政官 

(立法) 

教部省(1872) 

陸軍省(1872) 

海軍省(1872) 

(太政官より上位)→神道国教化を推進…but 失敗 
格下げ 

下局(藩代表の貢士で組織) 

 参  議＝木戸孝允・西郷隆盛 

     ＝板垣退助・大隈重信 
 (大臣の補佐) 

じょうきょく 

かきょく こうし 

ぎせいかん 

げんろういん しゅうぎいん こうぎしょ 

○米＝現物納(米納)・税率は不統一 

  →収穫高(豊作・凶作)に応じ 

   税収が増減するため不安定 

 

［ＮＯＴＥ］ 

幕府 

(本百姓) 小作人に転落 or 都市に流入 

従来の年貢平均収入から 

土地の価値(地価)を決定 

→証明書として地券を交付 

政府 

土地(地券)所有者 

地価＝100 円 

小作人 

地価の 3％を 

金納させる 

＝近代的税制度 

○米＝現物納(米納) 

土地耕作者 

②土地(地券)所有者に課税する 

①納税法を金納にさせる 


